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目的及び方法、成果の内容 

①目  的（８００字程度） 

本院の栄養サポートチーム（NST）は日本栄養療法推進協議会のNST稼働施設認定を受けている

が，その更新時には管理栄養士，薬剤師，看護師，臨床検査技師のすべての職種において，日本静脈

経腸栄養学会あるいは日本病態栄養学会が認定するNST専門士の資格認定を取得していることが条

件であるとされている。NST専門士の受験には，学会参加と教育セミナー受講および教育認定施設

における40時間以上の実習が義務づけられている。しかし，各病棟のNSTリンク看護師においては

勤務形態の問題もありNSTへの参加は不十分で，看護師が受験資格を得るのはきわめて困難な状況

である。現在，薬剤師２名，検査技師２名，看護師２名，計６名のNST 専門士が存在するが，今後

院内全体の栄養治療への関心を高め，さらに多くのNST 専門士を育成するために研修会を行い，

NST 活動に必要な栄養療法に関する基礎知識の習得を目的とした。さらに，普段のNST活動におけ

る振り返り・反省・向上なども重要な目的と考えられた。 

 

②方  法（８００字程度） 

昨年同様，院内での研修会形式とし，計７ 時間の NST 実習に相当する集中的な講義，小グルー

プでの模擬 NST カンファレンスを行った。日程は平成 28 年 11 月 27 日（土曜）とし，別添のよう

なプログラムで行った。主観的な栄養状態の見方，身体測定の方法，栄養剤の種類およびその投与の

工夫，検査値の見方，看護ケア時の注意点など特に栄養管理に重要と考えられる項目についての講義

に加え，今年度は「一致団結・チームで協力」をテーマに各職種の方々に約 30 分の講演をしていた

だき，褥瘡症例および高度るいそう症例の症例検討を行った。さらに，特別講演として，徳島大学病

院栄養部の濱田部長から「大学病院における NST 活動の実際と慢性腎臓病（CKD）に対する栄養管

理」と題して講演をいただいた。 

 

③成  果（データ等の図表を入れて２０００字程度） 

参加者は主に院内看護師を中心に，薬剤部，臨床検査部，栄養治療室，リハビリテーション部など

計 49 名であった。院外からも 13 名が参加された。非常に教育的な内容となり，とくにがん患者に

おける栄養管理の具体策などについて参加者の知識を高めることができた。パスツレラ感染症例につ

いては，皮膚科太田征孝先生とB4病棟の遠藤千春看護師、野畑亜希子臨床検査技師に発表いただき，

同症例について第 10 回日本静脈経腸栄養学会中国支部会（鳥取，2017 年 8 月 19 日）でも発表予定

である。高度るいそう症例については，吉田朝海作業療法士、矢田里沙子栄養士に発表いただいた。



たんぱく・アミノ酸代謝と投与法について矢野より講義させて頂いた後，NST 専門療法士について

井上美香看護師に，治療食の実際について端本管理栄養士，嚥下について間壁史良言語聴覚士に講演

いただいた。当院医療従事者の多数の参加により，栄養治療への関心や NST 専門士の資格取得に対

する意欲を高め，NST 活動に必要な栄養療法に関する基礎知識の習得し，本院が NST 稼働施設認定

を維持し医療水準を担保することに貢献すると考えられた。その他，NST・栄養療法の有用性や栄

養評価法の問題点などについて，学会・研究会にて発表した（下記）。また，ようやく病態栄養専門

医および静脈経腸栄養認定医が誕生した（添付）。 

   
 

 

おもな学会発表 

1. 矢野彰三：【シンポジウム 5. CKD-MBD：基礎と臨床データをつなぐ】骨脆弱性とサルコペニア：

栄養がつなぐ基礎と臨床．第 61 回日本透析医学会学術集会・総会．大阪，2016 年 6 月 10 日- 12

日 

2. 矢野彰三，川口美喜子，上野 誠，田中秀幸，伴 琢也，浅尾俊樹: 低カリウムメロン利用の試

み．第 9 回日本静脈経腸栄養学会中国支部学術集会．松江，2016 年 12 月 3 日 

3. 梅木菜津美，久保田明子，矢田里沙子，青山広美，端本洋子，平井順子，花田敏子，吉田豊子，

藤井愛子，矢野彰三，福田誠司，飛田博史，杉原 勉，百留美樹，板倉正幸: 乳がん術後補助化

学療法中の食事摂取に対する栄養サポート．第 9 回日本静脈経腸栄養学会中国支部学術集会．松

江，2016 年 12 月 3 日 



4. 矢野彰三，並河 徹，杉本利嗣，長井 篤：骨代謝と頸動脈硬化との関連：島根 CoHRE 研究．

病態栄養学会．京都，2017 年 1 月 13 日-15 日 

5. 和田昌幸，矢野彰三，濱野 強，並河 徹，熊倉俊一：血中コレステロールがインスリン分泌能

に及ぼす影響の検討（Shimane CoHRE study）．病態栄養学会．京都，2017 年 1 月 13 日-15 日 

6. 矢野彰三，飛田博史，福田誠司，林 彦多，矢田里沙子，平井順子，陰山美保子，井上美香，石

川万里子，遠藤進一，尾村賢司，佐藤恵美，野畑亜希子，野津吉友，板倉正幸: 透析患者におけ

るサルコペニアと Myostatin 血中濃度．第 32 回静脈経腸栄養学会．岡山，2017 年 2 月 23 -24

日 

 

おもな講演会 

1. 矢野彰三：NST について～栄養評価と栄養投与のスタンダードな考え方～．卒後臨床研修早朝

セミナー（研修医オリエンテーション）．出雲，2016 年 4 月 27 日 

2. 矢野彰三：知ってトクする輸液と栄養．島根大学研修医勉強会．出雲，2016 年 6 月 30 日 

3. 矢野彰三：男子の食事を考える～メタボと食事～．平成 28 年度掛合町入間健康講演会，雲南市，

2016 年 7 月 15 日 

4. 矢野彰三：透析患者の栄養障害～PEW とその対策～．ホスレノール WEB セミナー，2016 年 11

月 28 日 

 

研究会・その他 

1. 矢野彰三：おなかの音、聞いてますか？～おなかのことはおなかに聞け～ 平成 28 年クリニカ

ルスキルアップセンター定期講習会，出雲，2016 年 7 月 13 日 

2. 平井順子：栄養評価・栄養治療について 平成 28 年クリニカルスキルアップセンター定期講習

会，出雲，2016 年７月 21 日 

3. 間壁史良：嚥下の見方・ケアポイント 平成 28 年クリニカルスキルアップセンター定期講習会，

出雲，2016 年 7 月 27 日 

4. 平井順子：栄養評価・栄養治療について 平成 28 年クリニカルスキルアップセンター定期講習

会，出雲，2016 年 12 月 12 日 

5. 矢野彰三：おなかの音、聞いてますか？～おなかのことはおなかに聞け～ 平成 28 年クリニカ

ルスキルアップセンター定期講習会，出雲，2016 年 12 月 19 日 

6. 間壁史良：嚥下をなるべく目で学ぶ 平成 28 年クリニカルスキルアップセンター定期講習会，

出雲，2016 年 12 月 20 日 

7. 飛田博史，矢田里沙子，平井順子，板倉正幸，矢野彰三：非アルコール性脂肪肝炎症例の内因性

アルコール．第 22 回山陰臨床栄養研究会，米子，2017 年 3 月 11 日 

 



第 61 回日本透析医学会学術集会・総会 シンポジウム抄録（左上） 

 



 

 

 

 

 

第 9 回日本静脈経腸栄養学会中国支部学術集会 抄録 

 

 

＊一般社団法人 日本静脈経腸栄養学会 

 日本静脈経腸栄養学会認定医 認定証 受領【2017 年 2 月 22 日】 

＊一般社団法人 日本病態栄養学会 

 病態栄養専門医 NST ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ認定証 受領【2017 年 4 月 1 日】 


